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特集 1

Special_Issue
省エネルギービジネスで地球温暖化防止に貢献
　地球温暖化の進行が懸念される中、企業や公共機関は、

その原因となる二酸化炭素（CO2）の排出削減に結びつく

省エネルギー対策に積極的に取り組んでいます。そこで

効果的な省エネルギー導入手法として注目を集めているのが、

ESCO事業です。YOKOGAWAは、日本におけるESCO事業

の草分けとなった企業に出資し、技術と経験を積み重ねて

きました。2006年からはYOKOGAWA独自にこのビジネス

に参入。2006年12月、その第一号として沖縄県立北部病院

へのESCO事業に、最優秀提案者として選ばれました。

　ESCOとはESCO事業者が顧客のビルや工場に省エネ

ルギー性能の高い設備を導入し、そこから得られる光熱費

の削減分から導入費用、顧客の利益を確保するという

ビジネスモデルです。今回の事業ではYOKOGAWAを

代表者とし、地元企業を含む専門性を有する企業7社が

グループを作り、高い省エネ率、CO2削減率を目指します。

監視制御することができます。そのほか、手洗いの自動水栓化

を取り入れるなど、節水と同時に衛生面でも配慮しています。

大きな期待を集めるモデル事業
　入院病棟を持ち救急医療にも対応する総合病院では、

24時間電気を途切れることなく供給することが不可欠

です。緊急時の迅速な対応を可能とするために、地元企業

とともに、日常の維持管理や保守サービス、エネルギー

削減効果の検証サービスも行います。

　工事は2007年秋に開始し、2008年3月に完了させる

スケジュールです。沖縄県立北部病院では設備の老朽化が

進んでおり、良いタイミングでESCO事業導入の対象施設

となりました。ESCOという総合的なサービス方式がエネ

ルギー削減だけでなく、排熱による熱気対策など、室内

環境改善や機器の保守、蛍光管の交換など管理面での

経費削減にもつながると期待が寄せられています。

沖縄県立北部病院のESCO事業提案で
最優秀提案者に選定されました。

沖縄県では県自らが率先してCO2

など温室効果ガスの削減に取り組

んでいますが、ソフト面の対策だけ

では限界がありました。その中で

ESCOという事業に注目し、まず

CO2排出量の大きい3施設で提案

を募りました。県では公共施設

において2010年までに9,000t

のCO2をESCO事業で削減していく

計画を立てています。今回の事業

は、今後ESCOを民間に拡大して

いくモデルとしても大きく期待

しているところです。

沖縄でのESCO事業のモデルとして期待

Voice お客様からのコメント

沖縄県文化環境部 友利 弘一 環境企画統括監

本病院は、県北部地域の基幹病院

として地域医療を支える重要な

立場にあります。地球温暖化対策

はもちろんのこと、患者さんや職員

が快適に過ごせること、同時に

経費削減も重要な課題です。

その意味で経費を削減しながら

省エネルギーが実現できるESCO

事業には大きな期待を寄せています。

また今回の成果を地域の皆さん

に積極的にアピールしていきたい

ですね。

ESCO事業の効果を地域にも伝えていきたい

Voice お客様からのコメント

沖縄県立北部病院 大久保 和明 院長

シェアド・セイビングス契約によるESCO事業のイメージ図
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重油と電気の消費量を大幅に削減
　亜熱帯気候で年間を通じて温暖な沖縄では、暖房の必要

がほとんどない代わりに冷房期間が長く、それに使われる

エネルギーが非常に大きいという事情から、冷房エネルギー

の削減が省エネルギーの重要なポイントです。これまで沖縄

県立北部病院では、重油を燃やして発生させた蒸気と

吸収式冷凍機を使い冷房用冷水を作っていました。これを

高効率インバータターボ冷凍機という、効率が高く負荷変動

に追従できる機器に交換。これまで自家発電に使っていた

重油焚きの発電システムを、非常用に転換することにより

重油使用量を大幅に削減する計画です。その結果、排煙

ダクトから建物内に伝わる熱も減少、その分冷房負荷も減らす

ことができます。同時に、空調ポンプを省エネルギー制御する

「エコノパイロット」の導入や、照明器具の省エネ化による

電気使用量の大幅削減を提案しました。さらに、中央監視

システム「ASTREA」の導入により、これらの機器を効率よく

亜熱帯の沖縄で、総合病院という特性と条件に合わせた省エネルギーとコスト削減を両立させるための
ESCO（Energy Service Company）事業が2008年4月から本格稼働の予定です。

ソリューション事業部　ファシリティマネジメント
事業センター　事業推進部

高橋 洋

この事業で、年間2,100tのCO2削減を実現すると
同時に、コスト削減によって15年間で約4億円の
お客様利益を目指しています。この事業をきっかけ
に全国へのESCO事業の展開を積極的に進めて
いきたいと考えています。

ソリューション事業部
環境システム営業本部　東京都営業部

田中 克知

ESCO事業の成功には個々の機器や制御システム
はもちろん、多くの企業と連携を組むノウハウも
必要です。さまざまな企業とコラボレーションし
ながら、大きな力を発揮して社会に貢献していき
たいと思います。

担当者のコメント
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2006年12月16日、武蔵野市の小学校5、6年生を横河電機本社に

招き、「YOKOGAWA理科教室」を開催しました。テーマは「ホタルの

光でイルミネーション！」。クリスマス前ということで、安全な薬品を

用いて光を作る実験や講義を行いました。

「YOKOGAWA理科教室」を開催

Topics

2006年5月28日、横河電機本社グラウンドで武蔵野市ラグビーフット

ボール協会主催の「ラグビーフェスティバル in むさしのV」が開催され

ました。ラグビーを通じた青少年の健全育成や地域交流を目的として

おり、小学生から社会人まで幅広い年齢層のチームが参加しました。

「ラグビーフェスティバル」を開催

Topics 健全な身体づくりの支援未来を担う子供たちの育成

YOKOGAWA社会貢献のこころ

より豊かな

人間社会の実現に

貢献します

伝統文化の継承
芸術活動の支援

理科教育の支援
学術・研究活動の支援

健全な身体づくりの支援
医療活動の支援
災害発生時の支援

心
心・人間性

知
知識・技術

身
体・健康

経営管理本部
コーポレート・コミュニケーションセンター　CSR推進室

マネジャー　吉田義人

YOKOGAWAは、子供たちが多くの体験や経験をすることで、
人として成長してくれることを願い、地域・社会への活動を行って
います。理科教室やスポーツイベントを通じて、子供たちに
新しいことを発見する喜びや感動を伝え、さまざまなことに

興味や関心を持つようになってほしいと思います。今後も、地域・
社会での活動を継続的に行うことで、信頼関係を今まで以上に
深めていきたいと思います。

担当者のコメント

「心」「知」「身」の3テーマで
社会貢献活動を展開しています。
YOKOGAWAは、シンボルマークに表現されている「技術」と「人間性」のコンセプトに基づき、
イエローカラーの太陽のイメージのもとで企業市民活動を行い、より豊かな人間社会の実現に貢献しています。

企業市民として活動
　YOKOGAWAは、「良き市民であり　勇気をもった
開拓者であれ」という企業理念に基づき、地域・社会
貢献活動を展開しています。事業活動を通じた経済責任
やコンプライアンスといった、企業にとって基本的な
責任を果たすことで社会へ貢献するだけではなく、地域や
社会が抱えている課題に対して解決に向けた活動を
積極的に行っています。

YOKOGAWA社会貢献のこころ
　シンボルマークの上半分の鋭角と直線は「技術」、
すなわち製品の精密さや品質の高さを、下半分のゆるや
かな円弧は「人間性」、つまり心の優しさや温かさを
表しています。シンボルカラーの黄色は「太陽」や「生命」、
「エネルギー」などを象徴しており、身体および健康を
表しています。
　シンボルマークに表現されている「心（人間性）」、
「知（知識・技術）」、「身（体・健康）」を重点テーマとして
YOKOGAWAらしい社会貢献活動を展開しています。

「心」「知」「身」の3テーマで活動を推進
　「心」をテーマとする活動では、豊かな環境づくりや
人間性の育成、伝統的な文化・芸術活動の支援を通じて、
人々に心の安らぎや潤いを与える活動を行っています。
2002年に鎌倉の建長寺法堂に奉納した「雲龍図」の
制作や、京都の建仁寺法堂の「双龍図」の制作を支援
してきました。現在は、東大寺本坊襖絵の制作支援を
行っています。
　「知」を支える活動では、技術力の高さを基盤に事業
を推進していることから、理科教育を支援することで
科学や技術に興味を持つ人材の育成に貢献するとともに、
学術・研究活動を支援しています。　
　「身」をテーマとする活動では、スポーツ振興を支援
することで、人々の健全な身体づくりや健康増進に貢献
するとともに、医療活動を支援することによって、疾病
治癒に寄与しています。災害発生時には、生活の復旧
活動を支援しています。

青少年の健全な育成を支援
　子供たちの理科離れが懸念されていることを受け
て、YOKOGAWAは子供たちを対象とした理科教室を
2006年にスタートし、2007年以降本格的に開催して
いきます。この活動によって、子供たちが発見する喜び
や楽しさに触れ、科学や技術に興味を持つ人材に育って
くれることを期待しています。
　YOKOGAWAは以前から、文化・スポーツ活動を
通じて地域との交流を深めてきました。横河電機本社
のグラウンドを活用したスポーツイベントを開催し、
青少年の健全育成や地域振興を支援しています。
この活動の一環として、地元の武蔵野市ラグビーフット
ボール協会と協力し、ラグビーフェスティバルなどの
イベントを開催しました。スポーツを通して、子供たちの
健全な身体づくりと、チームワークや礼儀などを身に
つけてもらうことが、スポーツイベントを開催する大きな
目的です。
　今後もYOKOGAWAは、理科教室やスポーツイベント
を継続的に開催することで、未来を担う子供たちの
健全な育成を支援していきます。


